
平成28年1月号 

相模原市議会議員(中央区・無所属) 森しげゆき 活動レポート 

森しげゆきHP http://www.mori-shige.jp/    森しげゆきブログ http://mori-shige.at.webry.info/ 

森しげゆき後援会 事務局 相模原市中央区下九沢1120 TEL042-770-5241 発行責任者 岩崎 貴志 ＜後援会討議資料＞ 

経歴 1966年 9月 秋田県男鹿市生まれ 49才 

   1985年 4月 ＮＥＣ（日本電気㈱）入社 

   1992年 8月 日本電気労働組合相模原支部執行委員 

   1998年 8月 日本電気労働組合相模原支部副執行委員長 

   2002年12月  連合神奈川・相模原地域連合事務局長 

   2007年 4月    相模原市議会議員 初当選 

   2011年 4月  相模原市議会議員 2期連続当選 

   2015年 4月  相模原市議会議員 3期連続当選 

会  派： 民主・市民クラブ 政調会長 

常任委員会：環境経済常任委員会 

特別委員会：水源地域対策特別委員会 

趣味：スポーツ（ラグビー、サッカー） 

特技：書道 

家族：妻、長女、長男 

所在：中央区上溝・石橋地区在住 

 １２月１７日に行われた平成２７年相模原市議会１２月定例会議の一般質問において、
森しげゆき議員は『相模原市の大規模事業』について取り上げた。 

米軍基地の一部返還地１７ヘクタールのうち、道路用地の２ヘクタール以外は有償である。市が用地取得のために必要な財
源を、早期に明らかにすべきと求めた。また、引き続き全体を無償譲渡に向けた協議を進めるべきとの要請をした。 

 

  
米軍基地一部返還地に「国際コンベンション機能を整備する」との計画。相模原に国際会議を誘致する優位性がなく、必要
ならコンベンション機能を有する民間のホテルを誘致すべきであり、多目的に使えるスタジアム（球技場）を整備するほう
が現実的である。 

 

 
米軍基地一部返還地に、市役所の移転も噂されている。相模原駅周辺に移転する 

メリットが見当たらないことや、莫大な費用もかかることから、再考すべきと提言。 

           

 

ＪＲ橋本駅～ＪＲ矢部駅間の約３．７ｋｍについて、高架または地下に線路を移す 

連続立体交差事業を予定。莫大な市の負担も見込まれている。課題となっている踏 

切を改良するだけで、課題の解消ができると提言。 

 

 

工事に関しては市民への説明会や情報提供を行うよう求めた。 

また、リニア新幹線の駅の地上部分はコンクリートではなく、 

都市部の庭によるテーマパーク的な憩いの場にと提言。 

 

 

 

 

 

入会はこちらからご連絡ください！ 
TEL：042-770-5241 FAX：042-770-5243 
E-Mail：mori-shige@mori-shige.jp 

後援会入会受付中！ 
入会いただくと、定期的に議会レポートや後援会 
イベントなどの情報発信をさせていただきます。 
入会金・会費は一切かかりません。 

国際コンベンションについて 

市役所の移転問題について 

ＪＲ横浜線の連続立体交差事業について 

【相模原市の財政状況と人口推計】現状認識のために・・・・ 
相模原市の新年度の予算編成方針では３４億円の財源不足を見込んでおり、予断を許さない状況。市債（借
金）は、２７００億円にも上る。また、相模原市の人口は、２０１９年の７３万人をピークに２０６０年に
は、１９万人も減ると予測。また、高齢化率（６５歳以上の高齢者の割合）は現在１９．３％、２０６０年
には４２．３％になると予測。 

  米軍基地相模総合補給廠一部について 

リニア中央新幹線について 

 
米軍基地返還は無償ではない！市役所が移転？ 
   相模原市で国際会議が行われる？ 
                  

 


